
琉球大学学術リポジトリ

「共同不法行為と過失相殺」に関する覚書

言語: 

出版者: 琉球大学法文学部

公開日: 2007-09-03

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 北河, 隆之, Kitagawa, Takayuki

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/20.500.12000/1610URL



｢共同不法行為と過失相殺｣に関する覚書(北河隆之）1２７

｜
は
じ
め
に

最
高
裁
第
三
小
法
廷
は
、
平
成
一
三
年
三
月
一
三
日
、
従
来
の
学
説
で
は
共
同
不
法
行
為
の
成
立
に
否
定
的
な
見
解
が
多
か
っ
た
交

（
１
）

（
２
）

通
事
故
と
医
療
過
誤
の
競
合
に
つ
い
て
、
共
同
不
法
行
為
の
成
立
を
肯
定
す
る
判
決
（
以
下
「
平
成
一
一
二
年
判
決
」
と
い
う
）
を
言
い

渡
し
た
が
、
過
失
相
殺
に
関
し
て
、
い
わ
ゆ
る
相
対
的
過
失
相
殺
を
採
用
し
た
。
し
か
し
、
平
成
一
五
年
七
月
二
日
に
至
り
、
最
高

裁
第
二
小
法
廷
は
、
複
数
の
加
害
者
の
過
失
及
び
被
害
者
の
過
失
が
競
合
す
る
一
つ
の
交
通
事
故
に
お
い
て
、
複
数
の
加
害
者
に
よ
る

（
３
）

共
同
不
法
行
為
の
成
立
を
認
め
た
上
で
、
過
失
相
殺
に
関
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
加
算
的
過
失
相
殺
を
採
用
す
る
判
決
（
以
下
「
平
成
一

五
年
判
決
」
と
い
う
）
を
言
い
渡
し
た
た
め
、
こ
の
二
つ
の
判
決
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
、
整
合
的
に
理
解
す
べ
き
か
が
問
題
と

（
４
）

な
る
。
本
稿
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
若
干
の
検
討
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
５
）

｜
｜
前
提
と
し
て
の
共
同
不
法
行
為
論

平
成
一
三
年
判
決
も
平
成
一
五
年
判
決
も
、
当
該
事
件
に
お
い
て
複
数
の
加
害
者
間
に
（
お
そ
ら
く
民
法
七
一
九
条
一
項
前
段
の
）
共

同
不
法
行
為
が
成
立
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
の
で
、
過
失
相
殺
の
前
提
問
題
と
し
て
若
干
の
感
想
を
記
し
て
お
き
た
い
。

学
説
に
お
け
る
共
同
不
法
行
為
論
は
現
在
も
混
迷
状
態
を
脱
し
て
い
な
い
。
最
大
公
約
数
的
に
い
え
る
こ
と
は
、
民
法
七
一
九
条
一

項
前
段
の
共
同
不
法
行
為
（
狭
義
の
共
同
不
法
行
為
）
が
成
立
す
る
場
合
に
は
、
加
害
者
は
損
害
全
部
に
つ
い
て
（
不
真
正
）
連
帯
責

任
を
負
い
、
自
己
の
寄
与
度
を
立
証
し
て
も
減
資
は
認
め
ら
れ
な
い
（
抗
弁
と
な
り
得
な
い
）
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
す
ら

「
共
同
不
法
行
為
と
過
失
相
殺
」
に
関
す
る
覚
書
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裁
判
所
は
、
最
判
四
一
一
一
年
四
月
一
一
一
一
一
日
民
集
一
一
一
一
巻
四
号
九
六
四
頁
・
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
一
一
一
一
一
号
一
○
二
頁
（
山
王
川
事
件
）
が
、
民

法
七
一
九
条
一
項
前
段
の
「
共
同
」
の
意
味
に
つ
い
て
、
「
共
同
行
為
者
各
自
の
行
為
が
客
観
的
に
関
連
し
共
同
し
て
違
法
に
損
害
を
加
“

え
た
場
合
」
と
し
て
い
わ
ゆ
る
客
観
的
関
連
共
同
説
を
と
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
以
来
、
下
級
審
裁
判
例
も
概
ね
こ
の
立
場
に
依

拠
し
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ど
の
よ
う
な
場
合
に
客
観
的
関
連
共
同
が
あ
る
と
考
え
る
の
か
は
明
確
で
な
か
っ
た
が
、
裁

（
７
）

判
例
の
趨
勢
は
、
こ
れ
を
緩
や
か
に
捉
え
、
共
同
不
法
行
為
の
成
立
範
囲
を
広
く
認
め
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
学
説
の
大
勢
は
、
こ
れ
に

批
判
的
で
、
寄
与
度
減
資
が
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
強
力
な
効
果
を
認
め
る
以
上
、
「
共
同
」
と
い
う
要
件
は
、
そ
れ
に
相
応
し
い
も
の

に
絞
り
込
む
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
発
想
の
も
と
に
理
論
の
精
繊
化
に
努
め
て
き
た
。
し
か
し
、
学
説
に
よ
る
共
同
不
法
行
為
論
の
精

繊
化
は
、
結
果
的
に
被
害
者
の
救
済
を
手
薄
に
す
る
方
向
に
作
用
し
た
。
も
と
も
と
、
民
法
七
一
九
条
は
被
害
者
救
済
を
手
厚
く
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
政
策
的
規
定
で
あ
る
か
ら
、
条
文
の
解
釈
に
あ
た
っ
て
も
、
で
き
る
限
り
そ
の
目
的
を
実
現
で
き
る
よ
う
な
解
釈

（
８
）

を
と
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
理
論
の
精
繊
化
の
結
果
と
し
て
、
民
法
七
一
九
条
の
本
来
の
趣
旨
が
没
却
さ
れ
る
よ
う
な

こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
本
末
転
倒
で
あ
ろ
う
。

寄
与
度
が
小
さ
い
者
に
全
部
責
任
を
負
担
さ
せ
る
の
は
公
平
で
は
な
い
、
と
い
う
問
題
意
識
が
共
同
不
法
行
為
論
の
精
繊
化
の
契
機

で
あ
る
が
、
複
数
加
害
者
間
で
、
被
害
者
と
の
関
係
に
お
い
て
共
同
不
法
行
為
の
成
立
が
肯
定
さ
れ
、
全
部
（
不
真
正
）
連
帯
責
任
が

肯
定
さ
れ
て
も
、
加
害
者
間
に
お
い
て
は
過
失
割
合
ま
た
は
寄
与
度
に
応
じ
た
求
償
は
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
段
階
で
加

害
者
間
に
お
け
る
損
害
の
公
平
な
分
担
は
実
現
で
き
る
。
問
題
の
実
質
は
、
裁
判
の
手
間
と
（
加
害
者
の
一
部
の
）
無
資
力
の
リ
ス
ク

を
、
他
方
の
加
害
者
に
負
担
さ
せ
る
の
が
公
平
か
、
そ
れ
と
も
被
害
者
に
負
担
さ
せ
る
の
が
公
平
か
、
と
い
う
点
に
あ
る
。
複
数
加
害

者
間
に
共
同
不
法
行
為
の
成
立
を
肯
定
す
べ
き
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
際
に
は
、
こ
の
視
点
が
不
可
欠
で
あ
る
。

（
６
）

一
部
に
異
論
が
あ
る
。
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自
転
車
に
乗
っ
て
い
た
Ａ
（
事
故
時
六
歳
）
が
タ
ク
シ
ー
と
衝
突
し
、
負
傷
し
た
。
Ａ
は
Ｙ
（
医
療
法
人
）
経
営
の
病
院
に
搬
送
さ

れ
た
が
、
病
院
長
で
あ
る
Ｂ
医
師
は
、
軽
微
な
事
故
で
あ
る
と
考
え
（
頭
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
で
は
頭
蓋
骨
骨
折
は
発
見
し
な
か
っ
た
）
、

頭
部
Ｃ
Ｔ
検
査
を
行
っ
た
り
、
病
院
内
で
経
過
観
察
を
す
る
ま
で
の
必
要
は
な
い
と
判
断
し
、
Ａ
と
そ
の
母
親
に
、
「
明
日
も
診
察
を
受

け
に
来
る
よ
う
に
」
と
か
、
「
何
か
変
わ
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
来
る
よ
う
に
」
な
ど
一
般
的
指
示
を
し
た
の
み
で
帰
宅
さ
せ
た
。
と
こ
ろ

が
、
Ａ
は
帰
宅
し
て
か
ら
、
次
第
に
容
体
が
悪
化
し
、
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
た
別
の
病
院
で
約
九
時
間
後
に
死
亡
し
た
。

死
因
は
、
頭
蓋
外
面
線
状
骨
折
に
よ
る
硬
膜
外
動
脈
損
傷
を
原
因
と
す
る
硬
膜
外
血
腫
で
あ
っ
た
。
硬
膜
外
血
腫
は
早
期
に
血
腫
の

除
去
を
行
え
ば
高
い
確
率
で
救
命
可
能
性
が
あ
る
。
Ｂ
医
師
に
は
、
患
者
を
病
院
内
に
と
ど
め
て
経
過
観
察
を
す
る
か
、
や
む
を
得
ず

帰
宅
さ
せ
る
に
し
て
も
、
看
護
者
に
対
し
、
硬
膜
外
血
腫
の
発
生
に
至
る
脳
出
血
の
進
行
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
及
び
そ
の
典

共
同
不
法
行
為
の
成
否
が
問
題
と
な
る
ケ
ー
ス
は
、
複
合
汚
染
公
害
、
二
重
事
故
、
交
通
事
故
と
医
療
過
誤
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る

が
、
そ
の
全
て
を
同
一
に
論
じ
て
妥
当
な
結
論
を
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
共
同
不
法
行
為
論
の
精
綴
化
は
複
合
汚
染
公

害
事
件
に
お
い
て
始
ま
る
。
個
別
的
因
果
関
係
の
立
証
の
困
難
性
、
巨
額
な
賠
償
総
額
と
い
う
事
情
を
考
慮
す
る
と
、
複
合
汚
染
公
害

事
件
に
お
い
て
は
寄
与
度
に
応
じ
た
分
割
責
任
を
認
め
る
場
合
が
あ
っ
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
う
し
た
事
情
の
な
い
ケ
ー
ス
に

（
９
）

ま
で
同
じ
よ
う
な
考
え
方
を
適
用
す
る
こ
と
は
問
題
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
筆
者
は
、
複
合
汚
染
公
害
な
ど
は
格
別
、
一
般
的
に
は
、
民
法
七
一
九
条
一
項
前
段
の
「
共
同
」
の

意
味
に
つ
い
て
、
判
例
の
よ
う
な
客
観
的
関
連
共
同
説
が
現
在
で
も
な
お
妥
当
性
を
有
す
る
と
考
え
る
。

三
平
成
一
一
一

１
事
案
の
概
要 三
年
判
決
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型
的
な
症
状
を
具
体
的
に
説
明
し
､
憤
重
な
経
過
観
察
と
､
硬
膜
外
血
腰
の
症
状
の
疑
い
が
発
見
さ
れ
た
と
き
は
直
ち
に
医
師
の
診
察

を
受
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
等
を
教
示
'
指
導
す
る
義
務
が
あ
る
の
に
'
こ
れ
を
慨
怠
し
た
過
失
が
あ
る
｡
他
方
､
A
の
両
親
X
に
も
､

A
の
経
過
観
察
や
保
稗
義
務
を
偶
怠
し
た
過
失
が
あ
り
'
そ
の
過
失
割
合
は

一
〇
%
で
あ
る
｡
ま
た
､
交
通
事
故
に
つ
い
て
､
A
に
は

三
〇
%
の
過
失

(交
差
点
に
進
入
す
る
に
際
し
て
の

一
時
停
止
義
務
違
反
､
左
右
の
安
全
確
認
義
務
違
反
)
が
あ
る
｡
X
が
Y
に
対
し

て
医
療
過
誤
に
基
づ
く
損
沓
胎
俄
を
求
め
た

(タ
ク
シ
I
会
社
は
X
の
補
助
参
加
人
と
な
っ
て
い
る
)｡

2

原
審
の
判
断

(_o
)

原
審

(東
京
高
判
平
成

1
0
年
四
月
二
八
日
)
は
'
①
A
の
死
亡
は
'
交
通
事
故
と
医
療
過
誤
が
競
合
し
て
発
生
し
た
も
の
で
､
原

因
競
合
の
寄
与
度
を
特
定
し
て
主
張
立
証
す
る
こ
と
に
困
難
を
伴
う
の
で
､
被
害
者
保
頚
の
見
地
か
ら
､
共
同
不
法
行
為
と
し
て
'
被

害
者
は
各
不
法
行
為
者
に
対
し
て
全
額
の
損
害
聴
解
を
諭
求
す
る
こ
と
も
で
き
る
｡
②
し
か
し
'
個
々
の
不
法
行
為
が
当
該
事
故
の
全

体
の

一
部
を
時
間
的
前
後
関
係
に
お
い
て
構
成
し
'
そ
の
行
為
類
型
が
異
な
り
'
行
為
の
本
質
や
過
失
構
造
が
異
な
る
場
合
に
は
'
各

不
法
行
為
者
は
各
不
法
行
為
の
損
害
発
生
に
対
す
る
寄
与
度
の
分
別
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡
③
本
件
で
は
'
交
通
事
故
と
医
療

事
故
の
各
寄
与
度
は
そ
れ
ぞ
れ
五
割
と
推
認
で
き
る
か
ら
､
Y
が
賠
俄
す
べ
き
損
害
飯
は
､
A
の
死
亡
に
よ
る
全
損
害

(弁
頚
士
費
用

を
除
く
)
四
〇
七
八
万
円
余
の
五
割
で
あ
る
二
〇
三
九
万
円
余
か
ら
'
医
療
事
故
に
お
け
る
被
害
者
側
の
過
失

一
〇
%
を
過
失
相
殺
し

た
上
で
弁
務
士
費
用
1
八
〇
万
円
を
加
算
し
た
二
〇
一
五
万
円
余
で
あ
る
t
と
判
断
し
た
｡

(‖
)

3

最
高
裁
判
決

X
が
上
告
し
た
と
こ
ろ
､
最
高
裁
は
②
と
③
の
判
断
は
是
淀
で
き
な
い
と
し
て
､
こ
れ
を
破
棄
し
､
Y
に
対
し
､
全
損
脊
四
〇
七
八

万
円
余
に
つ
き

一
〇
%
の
過
失
相
殺
を
し
た
三
六
七
〇
万
円
余
か
ら
'
交
通
事
故
を
起
こ
し
た
タ
ク
シ
ー
会
社
か
ら
支
払
わ
れ
た
葬
儀

費
用
五
〇
万
円
を
控
除
L
t
こ
れ
に
弁
凍
土
焚
用

一
八
〇
万
円
を
加
算
し
た
三
八
〇
〇
万
円
余
の
支
払
を
命
じ
た
｡
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【
共
同
不
法
行
為
に
関
す
る
判
示
】

「
原
審
の
確
定
し
た
事
実
関
係
に
よ
れ
ば
、
本
件
交
通
事
故
に
よ
り
、
Ａ
は
放
置
す
れ
ば
死
亡
す
る
に
至
る
傷
害
を
負
っ
た
も
の
の
、

事
故
後
搬
入
さ
れ
た
被
上
告
人
病
院
に
お
い
て
、
Ａ
に
対
し
通
常
期
待
さ
れ
る
べ
き
適
切
な
経
過
観
察
が
さ
れ
る
な
ど
し
て
脳
内
出
血

が
早
期
に
発
見
さ
れ
適
切
な
治
療
が
施
さ
れ
て
い
れ
ば
、
高
度
の
蓋
然
性
を
も
っ
て
Ａ
を
救
命
で
き
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
本

件
交
通
事
故
と
本
件
医
療
事
故
と
の
い
ず
れ
も
が
、
Ａ
の
死
亡
と
い
う
不
可
分
の
一
個
の
結
果
を
招
来
し
、
こ
の
結
果
に
つ
い
て
相
当

因
果
関
係
を
有
す
る
関
係
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
交
通
事
故
に
お
け
る
運
転
行
為
と
本
件
医
療
事
故
に
お
け
る
医
療
行
為
と
は

民
法
七
一
九
条
所
定
の
共
同
不
法
行
為
に
当
た
る
か
ら
、
各
不
法
行
為
者
は
被
害
者
の
被
っ
た
損
害
の
全
額
に
つ
い
て
連
帯
し
て
責
任

を
負
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
本
件
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
成
立
す
る
複
数
の
不
法
行
為
が
順
次
競
合
し
た
共
同
不
法
行
為
に
お

い
て
も
別
異
に
解
す
る
理
由
は
な
い
か
ら
、
被
害
者
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
各
不
法
行
為
者
の
結
果
発
生
に
対
す
る
寄
与
の
割
合
を

も
っ
て
被
害
者
の
被
っ
た
損
害
の
額
を
案
分
し
、
各
不
法
行
為
者
に
お
い
て
責
任
を
負
う
べ
き
損
害
額
を
限
定
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
け
だ
し
、
共
同
不
法
行
為
に
よ
っ
て
被
害
者
の
被
っ
た
損
害
は
、
各
不
法
行
為
者
の
行
為
の
い
ず
れ

と
の
関
係
で
も
相
当
因
果
関
係
に
立
つ
も
の
と
し
て
各
不
法
行
為
者
は
そ
の
全
額
を
負
担
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
各
不
法
行
為
者
が

賠
償
す
べ
き
損
害
額
を
案
分
、
限
定
す
る
こ
と
は
連
帯
関
係
を
免
除
す
る
こ
と
と
な
り
、
共
同
不
法
行
為
者
の
い
ず
れ
か
ら
も
全
額
の

損
害
賠
償
を
受
け
ら
れ
る
と
し
て
い
る
民
法
七
一
九
条
の
明
文
に
反
し
、
こ
れ
に
よ
り
被
害
者
保
護
を
図
る
同
条
の
趣
旨
を
没
却
す
る

こ
と
と
な
り
、
損
害
の
負
担
に
つ
い
て
公
平
の
理
念
に
反
す
る
こ
と
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
」

「
本
件
は
、
本
件
交
通
事
故
と
本
件
医
療
事
故
と
い
う
加
害
者
及
び
侵
害
行
為
を
異
に
す
る
二
つ
の
不
法
行
為
が
順
次
競
合
し
た
共
同

不
法
行
為
で
あ
り
、
各
不
法
行
為
に
つ
い
て
は
加
害
者
及
び
被
害
者
の
過
失
の
内
容
も
別
異
の
性
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ

【
過
失
相
殺
に
関
す
る
判
示
】
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で
'
過
失
相
殺
は
不
法
行
為
に
よ
り
生
じ
た
損
善
に
つ
い
て
加
害
者
と
披
宮
者
と
の
問
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
過
失
の
割
合
を
基
準
に

し
て
相
対
的
な
負
担
の
公
平
を
図
る
制
度
で
あ
る
か
ら
'
本
件
の
よ
う
な
共
同
不
法
行
為
に
お
い
て
も
､
過
失
相
殺
は
各
不
法
行
為
の

加
害
者
と
被
害
者
と
の
問
の
過
失
の
割
合
に
応
じ
て
す
べ
き
も
の
で
あ
り
'
他
の
不
法
行
為
者
と
被
害
者
と
の
間
に
お
け
る
過
失
の
割

合
を
し
ん
酌
し
て
過
失
相
殺
を
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
｡
｣

琉大法学 第 73号(2005)

四

平
成

一
五
年
判
決

-

事
案
の
概
要

遵
法
駐
車
車
両
Y
串

(運
転
者
B
)
を
避
け
る
た
め
に
中
央
線
か
ら
は
み
出
し
て
進
行
し
た
Ⅹ
串

(運
転
者
A
)
が
'
制
限
速
度
違

反
で
対
向
車
線
を
進
行
し
て
き
た
C
車

(運
転
者
C
)
と
衝
突
し
た
と
い
う
､
三
事
柄
が
関
与
し
た
事
故
で
あ
る
｡

こ
の
よ
う
な
事
故
で
t
Y
に
対
し
て
､
Ⅹ
は
､
自
己
に
生
じ
た
損
害
に
つ
き
､
Ⅹ
と
自
動
車
共
済
契
約
を
締
結
し
て
い
た
交
通
共
済

2

協
同
組
合
X
は
､
Ⅹ
及
び
C
に
生
じ
た
損
害
に
つ
き
代
位
に
よ
り
､
そ
れ
ぞ
れ
賠
倍
を
求
め
た
｡

第

一
審

(陣
地
判
平
成

一
三
年
六
月
二
七
日
)
は
駐
車
車
両
Y
車
に
は
過
失
が
な
い

(自
膳
法
三
条
但
し
番
き
に
よ
り
免
責
さ
れ
る
)

七
い
う
こ
と
で
静
求
を
棄
却
し
た
が
'

第
二審
は
そ
れ
ぞ
れ
の
車
に
過
失

を
認め
て
い
る
｡
第
二
審

が認定
した過
失
内
容
は
､
Y
車

に

つ
い
て
は

｢非
常
点
滅
灯
等
を
点
灯

さ
せる
こ
と
な
く
'
串
を
駐
車
禁

止
の車
道
に
は
み

出して
駐車
させた過失
｣'
Ⅹ
串
に

つ
い

て
は

｢車
を
対
向
車
線
に
は
み
出
し
て
進
行
さ
せ
た
過
失
｣t
c
車
に
つ
い
て
は

｢速
度
違
反
'
安
全
運
転
義
務
違
反
の
過
失
｣
で
あ
る
｡

過
失
割
合
は
､
Y
串

‥
Ⅹ
車

‥
C
車
=

一
‥
四

二

と
認
定
さ
れ
て
い
る
｡

X
の
損
害
額
は
二
七
〇
万
三

一
一
〇
円
'
C
の
扱
脊
板
は
五
八

一
万

一
四
〇
〇
円
で
あ
る
｡
X
は
C
か
ら
示
親
契
約
に
基
づ
き
三
六

2

2

万
五

1
七
四
円
の
填
補
を
受
け
､
Ⅹ
か
ら
保
険
金

一
三
六
万
〇
六
九
六
円
の
填
補
を
受
け
て
い
る
｡
X
は
､
右
の
二
二
六
万
円
余
の
ほ
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か
に
、
Ｃ
と
の
一
盃

払
を
受
け
て
い
る
。

２
原
審
の
判
断

（
肥
）

第
二
審
（
名
古
屋
高
判
平
成
一
四
年
七
月
一
七
口
円
）
の
求
償
額
の
算
定
方
法
は
極
め
て
難
解
で
あ
り
、
内
容
に
過
誤
も
あ
る
の
で
、

過
失
相
殺
に
関
わ
る
部
分
に
限
定
し
て
、
そ
の
考
え
方
を
紹
介
す
る
に
止
め
る
。

第
二
審
は
、
ま
ず
Ｘ
と
Ｃ
が
損
害
賠
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
金
額
の
上
限
を
設
定
す
る
。
こ
の
上
限
額
の
設
定
は
、
後
述
の
絶

対
的
過
失
割
合
に
基
づ
く
加
算
的
過
失
相
殺
に
よ
っ
て
算
定
し
て
い
る
。
Ｘ
に
は
、
二
七
○
万
三
一
一
○
円
の
損
害
が
あ
る
が
、
Ｙ
車
皿

Ｘ
車
』
Ｃ
車
Ⅱ
｜
⑪
四
二
と
い
う
過
失
割
合
と
な
る
の
で
、
そ
の
う
ち
六
分
の
四
は
自
分
で
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
を
差

し
引
い
た
残
り
の
九
○
万
一
○
三
六
円
が
上
限
額
と
な
る
。
Ｃ
に
は
、
五
八
一
万
一
四
○
○
円
の
損
害
が
あ
る
が
、
同
様
に
、
そ
の
う

ち
六
分
の
一
は
自
分
で
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
を
差
し
引
い
た
残
り
の
四
八
四
万
二
八
三
三
円
が
上
限
額
と
な
る
。

次
に
、
Ｘ
が
Ｙ
と
Ｃ
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
請
求
で
き
る
額
に
つ
い
て
、
後
述
の
相
対
的
過
失
相
殺
に
よ
っ
て
算
定
す
る
。
す
な
わ
ち
、

Ｘ
と
Ｙ
と
の
過
失
割
合
は
四
対
一
で
あ
り
、
Ｘ
と
Ｃ
と
の
過
失
割
合
も
四
対
一
で
あ
る
か
ら
、
Ｘ
は
Ｙ
と
Ｃ
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
二

七
○
万
三
一
一
○
円
の
五
分
の
一
で
あ
る
五
四
万
○
六
二
一
一
円
を
、
前
述
の
上
限
額
九
○
万
一
○
三
六
円
の
限
度
で
請
求
で
き
る
。
Ｙ

と
Ｃ
と
の
支
払
義
務
が
競
合
す
る
範
囲
（
連
帯
部
分
）
は
一
八
万
○
二
○
八
円
［
Ⅱ
五
四
万
○
六
二
二
円
×
二
’
九
○
万
一
○
三
六
円
］

Ｃ
が
Ｘ
と
Ｙ
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
請
求
で
き
る
額
に
つ
い
て
も
、
相
対
的
過
失
相
殺
に
よ
っ
て
算
定
す
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｃ
の
損
害

は
五
八
一
万
一
四
○
○
円
で
あ
る
が
、
Ｃ
と
Ｘ
と
の
過
失
割
合
は
一
対
四
で
あ
る
か
ら
、
Ｃ
は
Ｘ
に
対
し
て
五
八
一
万
一
四
○
○
円
の

五
分
の
四
で
あ
る
四
六
四
万
九
一
二
○
円
を
請
求
で
き
る
。
他
方
、
Ｃ
と
Ｙ
と
の
過
失
割
合
は
一
対
一
で
あ
る
か
ら
、
Ｃ
は
Ｙ
に
対
し

と
な
る
。

Ｃ
と
の
示
談
契
約
等
に
基
づ
き
Ｃ
に
対
し
て
四
七
四
万
七
六
五
四
円
を
支
払
い
、
他
方
、
自
賠
責
保
険
か
ら
一
二
○
万
円
の
支
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て
五
八
一
万

一
四
〇
〇
円
の
二
分
の
一
で
あ
る
二
九
〇
万
五
七
〇
〇
円
を
請
求
で
き
る
｡
こ
れ
ら
を
前
述
の
上
限
額
四
八
四
万
二
八
三

三
円
の
限
度
で
諭
求
で
き
る
｡
X
と
Y
と
の
支
払
義
務
が
統
合
す
る
聴
聞

(連
帯
部
分
)
は
二
七

1
万

1
九
八
七
円

[=
四
六
四
万
九

二
一〇
円
十
二
九
〇
万
五
七
〇
〇
円
-
四
八
四
万
二
八
三
三
円
]
と
な
る
｡

(e
)

3

最
高
裁
判
決

最
高
裁
は
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
､
原
判
決
を
変
更
し
た
｡

｢複
数
の
加
書
者
の
過
失
及
び
被
尊
者
の
過
失
が
統
合
す
る
一
つ
の
事
故
に
お
い
て
'
そ
の
交
通
事
故
の
原
因
と
な
っ
た
す
べ
て
の
過
失

の
割
合

(以
下

｢絶
対
的
過
失
割
合
｣
と
い
う
｡)
を
認
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
に
は
､
絶
対
的
過
失
割
合
に
基
づ
く
被
告
者
の
過

失
に
よ
る
過
失
相
殺
を
し
た
損
奮
賠
倍
額
に
つ
い
て
､
加
禽
者
ら
は
連
帯
し
て
共
同
不
法
行
為
に
基
づ
く
賠
供
責
任
を
負
う
も
の
と
解

す
べ
き
で
あ
る
｡
こ
れ
に
反
し
､
各
加
害
者
と
被
宙
者
と
の
関
係
ご
と
に
そ
の
問
の
過
失
の
割
合
に
応
じ
て
相
対
的
に
過
失
相
殺
を
す

る
こ
と
は
'
被
宙
者
が
共
同
不
法
行
為
者
の
い
ず
れ
か
ら
も
全
額
の
損
害
賠
償
を
受
け
ら
れ
る
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
被
宵
者
保
韓
を

図
ろ
う
と
す
る
民
法
七
一
九
条
の
趣
旨
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
｡
｣

最
高
裁
は
'
後
述
の
加
算
的
過
失
相
殺
に
よ
り
､
次
の
と
お
り
判
断
し
た
｡
す
な
わ
ち
t
X
と
Y
は
､
C
に
対
し
て
は
､
C
の
損
害

五
八
一
万
一
四
〇
〇
円
に
つ
い
て
､
C
の
過
失
分
で
あ
る
六
分
の
一
を
差
し
引
い
た
残
額
で
あ
る
四
八
四
万
二
八
三
三
円
の
限
度
で
不

兵
正
連
帯
責
任
を
負
う
｡
そ
の
う
ち
t
X
の
負
担
部
分
は
そ
の
五
分
の
四
に
当
た
る
三
八
七
万
四
二
六
六
円
で
あ
り
､
Y
の
負
担
部
分

は
そ
の
五
分
の
一
に
当
た
る
九
六
万
八
五
六
六
円
で
あ
る
｡
そ
う
す
る
と
t
X
に
代
わ
り
C
に
対
し
て
四
七
四
万
七
六
五
四
円
を
支
払
っ

2

た
X

は
t
Y
に
対
し
て
､
X

の
負
担
部
分
で
あ
る
三
八
七
万
四
二
六
六
円
を
超
え
る
八
七
万
三
三
八
八
円
を
求
俄
で
き
る
｡
X
は
Y
に

対
し
て
'
九
〇
万
一
〇
三
六
円
か
ら
三
六
万
五

一
七
四
円
を
差
し
引
い
た
五
三
万
五
八
六
二
円
を
請
求
で
き
る
｡
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五

加
算
的
過
失
相
殺

･
相
対
的
過
失
相
挺

･
L
体
的
過
失
相
称

-

｢共
同
不
法
行
為
と
過
失
相
殺
｣
の
処
理
に
つ
い
て
は
'

一
般
的
に
は

｢加
算
的
過
失
相
殺
｣
(｢絶
対
的
過
失
相
殺
｣
と
称
さ
れ

(16
)

る
こ
と
も
あ
る
)
と

｢相
対
的
過
失
相
殺
｣
と
い
う
二
つ
の
方
法
が
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
｡
設
例
で
考
え
て
み
る
｡

【設
例
】

当
事
者
は
甲
'
乙
､
丙
の
三
者
'
過
失
割
合
は
甲

‥
乙
‥

丙
=
一
対
二
対
三
'
損
寮
は
乙

(被
啓
者
)
に
六
〇
〇
万
円
発
生
し
た
と

想
定
す
る
｡

(1
)
加
算
的
過
失
相
殺

｢加
算
的
過
失
相
殺
｣
は
'
甲
に
対
す
る
関
係
で
も
'
丙
に
対
す
る
関
係
で
も
､
同
率
で
過
失
相
殺
を
行
う
｡
設
例
で
は
､
被
害
者
乙

の
過
失
割
合
二
と
'
乙
と
の
関
係
で
加
審
者
が
わ
に
立
つ
甲
と
丙
の
過
失
割
合
を
加
算
し
た
過
失
割
合
四

[-
一
+
三
]
と
を
比
較
す

る
｡
乙
は
'
自
己
の
損
審
六
〇
〇
万
円
か
ら
自
己
の
過
失
分
六
分
の
二
を
過
失
相
殺
し
た
後
の
四
〇
〇
万
円

[=
六
〇
〇
万
円

×
(
一

-
二
/
六
)]
を
'
甲
に
対
し
て
も
'
丙
に
対
し
て
も
緒
求
で
き
る
｡
甲
と
丙
の
債
務
は
四
〇
〇
万
円
全
額
に
つ
い
て

(不
真
正
)
連
帯

債
務
と
な
る
｡
平
成

一
五
年
判
決
は

｢加
昇
的
過
失
相
殺
｣
を
採
用
し
た
こ
と
に
な
る
｡

(2
)
相
対
的
過
失
相
殺

｢相
対
的
過
失
相
殺
｣
は
'
乙
が
甲
に
対
し
て
請
求
す
る
場
合
は
'
甲
と
乙
と
の
過
失
割
合
を
'
丙
の
過
失
を
考
慮
せ
ず
に
比
較
す
る
｡

設
例
で
は
'
甲
‥

乙
=

一
‥
二
と
い
う
過
失
割
合
に
な
る
の
で
'
乙
は
甲
に
対
し
て
は
､
自
己
の
損
奮
六
〇
〇
万
円
か
ら
自
己
の
過
失

分
三
分
の
二
を
過
失
相
殺
し
た
後
の
二
〇
〇
万
円

[=
六
〇
〇
万
円
×
ニ

ー
二
/
三
)]
を
請
求
で
き
る
｡
乙
が
丙
に
対
し
て
請
求
す

る
場
合
は
'
乙
と
丙
と
の
過
失
割
合
を
､
甲
の
過
失
を
考
慮
せ
ず
に
比
較
す
る
｡
設
例
で
は
'
乙

‥
丙
-
二
‥
三
と
い
う
過
失
割
合
に

な
る
の
で
'
乙
は
丙
に
対
し
て
は
'
自
己
の
損
奮
六
〇
〇
万
円
か
ら
自
己
の
過
失
分
五
分
の
二
を
過
失
相
殺
し
た
後
の
三
六
〇
万
円

[=
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六
〇
〇
万
円
×
(
一
-
二
/
五
)]
を
請
求
で
き
る
｡
平
成

1
五
年
判
決
の
原
審

(名
古
屋
高
裁
)
が
採
用
し
た
の
が

｢相
対
的
過
失
相

殺
｣
で
あ
る
｡

相
対
的
過
失
相
殺
に
お
い
て
は
二
つ
の
問
題
が
生
じ
る
｡
第

1
に
､
相
対
的
過
失
相
殺
に
お
い
て
も
'
被
審
者
が
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
損
専
賠
償
額
の
上
限
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
が
､
こ
の
上
限
額
は
絶
対
的
過
失
割
合
を
基
準
に
設
定
す
る
こ
と
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
｡
【設
例
】
で
は
､
乙
が
損
害
胎
債
を
諭
求
で
き
る
上
限
額
は
四
〇
〇
万
円

【=
六
〇
〇
万
円
×
ニ

ー
二
/
六
)]
と
な
る
｡

第
二
に
'
【設
例
】
に
お
け
る
甲
と
丙
と
の
連
帯
責
任
の
範
囲
を
ど
う
考
え
る
か
と
い
う
問
題
も
出
て
く
る
｡
甲
と
丙
と
が
連
帯
債
務

を
負
う
範
囲
は
'
名
古
屋
高
裁
の
考
え
方
で
は
'
二
〇
〇
万
円
と
三
六
〇
万
円
を
足
し
て
､
そ
こ
か
ら
乙
が
損
寓
賠
倍
を
請
求
で
き
る

上
限
額
四
〇
〇
万
円
を
差
し
引
い
た

1
六
〇
万
円

[=
二
〇
〇
万
円
+
三
六
〇
万
円
-
四
〇
〇
万
円
]
と
な
る
｡
し
か
し
､
こ
の
点
は
､

甲
の
債
務
二
〇
〇
万
円
と
丙
の
債
務
三
六
〇
万
円
の
う
ち
少
な
い
額
で
あ
る
二
〇
〇
万
円
の
範
囲
で
連
帯
債
務
を
負
う
と
考
え
る
余
地

(H
)

も
あ
り
､
現
に
そ
の
よ
う
な
考
え
方
も
あ
る
｡

(e
)

過
失
相
殺
の
本
質
に
関
す
る
議
論
と
し
て
､
い
わ
ゆ
る
絶
対
説
と
相
対
説
の
対
立
が
あ
る
が

､
｢相
対
的
過
失
相
殺
｣
は
相
対
説
的

発
想
で
あ
り
､
｢加
算
的
過
失
相
殺
｣
は
絶
対
説
的
発
想
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
｡

2

｢加
算
的
過
失
相
殺
｣
と
似
て
非
な
る
方
法
に

｢
一
体
的
過
失
相
殺
｣
が
あ
る
｡
こ
れ
は
､
共
同
不
法
行
為
者
の
加
密
行
為
を

1

3限
E

体
と
し
て
捉
え
'
そ
の
1
体
と
し
て
の
過
失
割
合
と
披
寓
者
の
過
失
割
合
と
を
比
較
し
て
過
失
相
殺
を
行
う
も
の
で
あ
る
｡
当
然
､
ど

ち
ら
の
加
害
者
と
被
害
者
と
の
間
で
も
同
率
で
過
失
相
殺
を
行
う
こ
と
に
な
る
｡
【設
例
】
に
お
け
る
甲
及
び
丙
の
加
害
行
為
を

一
体
と

し
て
捉
え
'
そ
の
一
体
と
し
て
の
過
失
割
合

[四
]
と
被
害
者
乙
の
過
失
割
合

[二
]
と
を
比
較
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
､
【設
例
】
で

は
六
分
の
二
の
過
失
相
殺
を
行
う
こ
と
に
な
り
､
結
果
的
に
は
前
述
の

｢加
算
的
過
失
相
殺
｣
と
同
じ
結
果
と
な
る
｡
た
だ
､

一
体
的

過
失
相
殺
に
お
い
て
は
､
甲
と
丙
に
個
別
に
過
失
を
割
り
付
け
る
必
要
が
な
い
｡
あ
く
ま
で

[甲
及
び
丙
]
対
乙
と
い
う
図
式
の
中
で
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乙
の
過
失
割
合
を
認
定
す
れ
ば
足
り
る
｡
｢
一
体
的
過
失
相
殺
｣
は

｢無
意
識
的
･
加
算
的
過
失
相
殺
｣
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ

れ
る
｡
3

学
説
を
見
る
と
､
①
主
観
的
関
連
共
同
不
法
行
為
が
成
立
す
る
場
合
に
は
原
則
と
し
て
加
算
的
過
失
相
殺
が
行
わ
れ
る
べ
き
で

あ
り
'
客
観
的
関
連
共
同
不
法
行
為
が
成
立
す
る
場
合
に
は
'
共
同
不
法
行
為
者
間
の
寄
与
度
が
ほ
ぼ
同
じ
場
合
に
は
加
算
的
過
失
相

殺
が
行
わ
れ
て
よ
い
が
､
寄
与
度
に
差
が
あ
り
､
同
率
の
過
失
相
殺
を
行
う
の
が
適
当
で
な
い
と
思
わ
れ
る
場
合
に
は
相
対
的
過
失
相

(20
)

殺
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
見
解
'
②
第
三
者
が
関
係
し
て
い
た
場
合
で
あ
っ
て
も
､
本
来
過
失
相
殺
の
基
本
的
な
型
と
し
て
採

(a
)

用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
の
は
相
対
的
過
失
相
殺
で
あ
り
'
そ
こ
か
ら
出
発
す
べ
き
で
あ
る
と
の
見
解
､
③

｢強
い
関
連
共
同
性
｣
の
認

め
ら
れ
る
共
同
不
法
行
為
の
場
合
に
は
加
算
的
過
失
相
殺

(も
し
く
は

一
体
的
過
失
相
殺
)
を
行
い
､
｢弱
い
関
連
共
同
性
｣
の
共
同
不

(22
)

(23
)

法
行
為
の
場
合
に
は
相
対
的
過
失
相
殺
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
見
解
'
④

一
体
的
過
失
相
殺
を
原
則
と
す
る
見
解
な
ど
が
あ
る
｡

3甘
凸

従
来
の
裁
判
例
で
は
､
｢
一
体
的
過
失
相
殺
｣
を
す
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
､
そ
れ
は
'
そ
れ
で
十
分
な
ケ
ー
ス
が
多

か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
｡

六

若
干
の
検
討

-

加
算
的
過
失
相
殺
は
､
平
成

一
五
年
判
決
の
ケ
ー
ス
か
ら
明
ら
か
な
と
お
り
､
求
俄
問
題
の
解
決
が
簡
明
で
あ
る
上
に
､
披
奮

者
保
護
に
手
厚
い
｡
平
成

1
五
年
判
決
に
お
い
て
最
高
裁
も
加
算
的
過
失
相
殺
の
ほ
う
が

｢被
禽
者
保
捗
｣
に
手
厚
い
こ
と
を
理
由
に

挙
げ
て
い
る
｡
ま
た
'
相
対
的
過
失
相
殺
に
お
い
て
も
'
請
求
額
の
上
限
は
設
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
､
こ
れ
は
被
害
者
の
絶
対
的
過

失
割
合
を
基
準
と
し
て
決
め
ざ
る
を
得
な
い
｡
そ
の
た
め
に
各
当
事
者
に
絶
対
的
過
失
割
合
を
割
り
付
け
な
が
ら
､
相
対
的
過
失
相
殺

(25
)

を
採
用
す
る
こ
と
は
徒
に
事
態
を
複
雑
に
す
る
だ
け
で
あ
る
｡

2

平
成

一
三
年
判
決
と
平
成

1
五
年
判
決
を
ど
の
よ
う
に
位
田
づ
け
､
性
合
的
に
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
か
と
い
う
問
髄
が
あ
る
｡
笹



138琉大法学 第73号(2005)

者
は
､
両
判
決
は
､
民
法
七

一
九
条
の
共
同
不
法
行
為
の
規
定
が

｢被
害
者
保
韓
｣
を
図
ろ
う
と
し
た
趣
旨
を
尊
重
す
る
と
い
う
意
味

に
お
い
て
､
共
通
の
基
盤
に
立
っ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い

(両
判
決
と
も
'
判
決
文
の
中
に

｢被
審
者
保
韓
｣
と
い
う
言

葉
が
出
て
く
る
)｡
平
成

1
111年
判
決
は
'
医
療
過
誤
と
交
通
事
故
と
の
間
に

(寄
与
度
減
責
を
認
め
な
い
狭
義
の
)
共
同
不
法
行
為
の
･

(26
)

成
立
を
肯
定
し
た
点
に
お
い
て
そ
う
で
あ
る
L
t
平
成

一
五
年
判
決
は
絶
対
的
過
失
割
合
に
基
づ
く
加
算
的
過
失
相
殺
と
い
う
方
法
を

採
用
し
た
点
に
お
い
て
そ
う
で
あ
る
｡
ど
ち
ら
も
'
場
面
は
適
う
け
れ
ど
も
'
｢被
害
者
保
碑
｣
を
図
ろ
う
と
い
う
意
図
は
共
通
し
て
い

る
の
で
あ
る
｡

3

平
成

1
三
年
判
決
は
､
抽
象
命
題
と
し
て
は
､
か
な
り
広
く
理
解
さ
れ
る
判
示
を
し
て
お
り
'
相
対
的
過
失
相
殺
を
原
則
と
す

る
か
の
よ
う
に
読
め
る
抽
象
命
題
を
掲
げ
て
い
た
｡
平
成

一
五
年
判
決
は
'
そ
の
射
程
聴
聞
を
限
定
し
て
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
い
え

る
｡
平
成

一
五
年
判
決
に
よ
っ
て
'
判
例
は
'
交
通
事
故
と
医
療
過
誤
が
競
合
す
る
共
同
不
法
行
為
に
限
定
し
て
相
対
的
過
失
相
殺
を

採
用
し
た
も
の
で
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡
交
通
事
故
及
び
医
療
過
誤
と
い
う
異
質
な
行
為
と
'
そ
れ
ぞ
れ
に
関
す
る
被
害

(27
)

者
の
過
失
を
同

一
平
面
で
比
較
す
る
こ
と
が
適
切
で
な
い
以
上
'
そ
こ
で
は
相
対
的
過
失
相
殺
を
採
用
す
る
以
外
に
は
な
い
｡

な
お
､
交
通
事
故
と
医
療
過
娯
の
放
合
の
場
合
'
共
同
不
法
行
為
者
間
の
求
償
は

一
体
何
を
基
準
に
し
て
判
定
す
れ
ば
よ
い
の
か
と

い
う
問
題
に
逢
着
す
る
こ
と
に
な
る
｡
こ
れ
は
過
失
を
基
準
と
は
で
き
な
い
の
で
'
結
果
に
対
す
る
寄
与
度
を
も
っ
て
判
定
す
る
こ
と

に
な
る
で
あ
ろ
う
｡

4

平
成

一
五
年
判
決
は
'
①

｢複
数
の
加
害
者
の
過
失
及
び
被
番
者
の
過
失
が
政
令
す
る
一
つ
の
交
通
事
故
に
お
い
て
｣､
②

｢そ

の
交
通
事
故
の
原
因
と
な
っ
た
す
べ
て
の
過
失
の
割
合
を
認
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
｣
に
加
算
的
過
失
相
殺
を
採
用
し
て
い
る
が
､

複
数
加
尊
者
の
間
に
共
同
不
法
行
為
が
成
立
す
る
こ
と
を
当
然
の
前
提
と
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
｡
し
た
が
っ
て
､
複
数
加
密
着
が
関

与
す
る
事
故
で
あ
っ
て
も
､
そ
の
間
に
共
同
不
法
行
為
が
成
立
し
な
い
場
合
に
は
射
程
が
及
ば
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
｡
加
算
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的
過
失
相
殺
も
し
く
は
一
体
的
過
失
相
殺
は
、
加
害
者
相
互
間
で
他
方
加
害
者
の
過
失
も
負
担
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
そ
の
間
に

共
同
不
法
行
為
が
成
立
す
る
こ
と
に
よ
り
初
め
て
正
当
化
さ
れ
る
。

５
判
例
は
共
同
不
法
行
為
に
つ
い
て
客
観
的
関
連
共
同
説
を
と
っ
て
い
る
が
、
複
数
の
加
害
行
為
に
社
会
観
念
上
一
体
性
が
認
め

ら
れ
、
共
同
不
法
行
為
が
成
立
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
「
一
つ
の
交
通
事
故
」
と
ま
で
は
評
価
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
、
二

重
蝶
過
事
故
な
ど
に
お
い
て
は
、
複
数
の
加
害
行
為
に
社
会
観
念
上
一
体
性
が
あ
っ
て
二
つ
の
危
難
」
と
は
評
価
で
き
て
も
、
二
つ

の
交
通
事
故
」
と
ま
で
は
評
価
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
得
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
も
二
つ
の
」
と
い
う
言
葉
に
さ
ほ
ど
重
要
な
意

味
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
の
で
そ
の
よ
う
な
場
合
で
も
共
同
不
法
行
為
が
成
立
し
、
か
つ
、
絶
対
的
過
失
割
合
を
認
定
で
き
る
場
合

（
羽
）

で
あ
れ
ば
、
平
成
一
五
年
判
決
の
射
程
内
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

６
平
成
一
五
年
判
決
は
「
そ
の
交
通
事
故
の
原
因
と
な
っ
た
す
べ
て
の
過
失
の
割
合
を
認
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
に
は
」
と

述
べ
て
い
る
だ
け
で
、
ど
う
い
う
場
合
に
そ
の
よ
う
な
絶
対
的
過
失
割
合
を
認
定
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
基
準
は
示
し

て
は
い
な
い
が
、
相
対
的
過
失
相
殺
を
採
用
し
た
平
成
一
三
年
判
決
の
ケ
ー
ス
と
比
較
す
れ
ば
、
複
数
の
加
害
行
為
が
同
質
で
、
加
害

（
羽
）

者
及
び
被
害
者
の
過
失
を
同
一
平
面
で
比
較
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
「
複
数
の
加
害
者
の
過
失
及
び
被
害
者
の
過
失
が
競
合
す
る
一
つ
の
交
通
事
故
に
お
い
て
」
も
、
必
ず
絶
対
的
過
失
割
合
に
よ

る
加
算
的
過
失
相
殺
が
妥
当
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
甲
運
転
の
Ａ
車
と
、
乙
運
転
の
Ｂ
車
が
甲
乙
両
者
の
過
失
の
競
合
に
よ

り
衝
突
し
、
Ｂ
車
に
同
乗
し
て
い
た
乙
の
妻
丙
が
負
傷
し
た
と
き
、
丙
か
ら
損
害
賠
償
を
請
求
さ
れ
た
甲
は
、
乙
の
過
失
を
「
被
害
者

側
の
過
失
」
と
し
て
援
用
し
、
丙
に
対
し
過
失
相
殺
を
主
張
で
き
る
。
し
か
し
、
乙
は
丙
に
対
し
て
過
失
相
殺
は
主
張
で
き
な
い
か
ら
、

（
狐
）

こ
の
よ
う
な
場
〈
ロ
に
は
相
対
的
に
過
失
相
殺
す
る
結
果
と
な
る
。
こ
の
他
に
、
共
同
不
法
行
為
者
の
一
人
に
被
害
者
の
過
失
を
利
用
す

る
故
意
が
あ
る
場
合
、
過
失
の
共
同
不
法
行
為
者
と
の
関
係
で
は
過
失
相
殺
が
な
さ
れ
、
故
意
の
共
同
不
法
行
為
者
と
の
関
係
で
は
過
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注
Ｉ
こ
の
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
た
最
近
の
論
文
と
し
て
、
岩
嵜
勝
成
「
交
通
事
故
と
医
療
過
誤
の
競
合
」
割
合
的
解
決
と
公
平
の
原
則
七
三
頁
以
下
が

（
別
）

失
相
殺
が
否
定
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
相
対
的
過
失
相
殺
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

７
結
局
、
平
成
一
五
年
判
決
の
よ
う
な
求
償
事
案
、
当
事
者
間
の
請
求
が
錯
綜
す
る
事
案
、
多
重
衝
突
事
案
な
ど
に
お
い
て
は
絶

対
的
過
失
割
合
に
よ
る
「
加
算
的
過
失
相
殺
」
を
採
用
す
べ
き
で
あ
り
、
他
方
、
平
成
一
三
年
判
決
の
よ
う
な
交
通
事
故
と
医
療
過
誤
・

が
競
合
す
る
事
案
で
は
「
相
対
的
過
失
相
殺
」
を
採
用
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
以
外
の
事
案
に
お
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
も
従
来
ど

お
り
二
体
的
過
失
相
殺
」
で
処
理
す
れ
ば
十
分
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
共
同
不
法
行
為
に
お
け
る
過
失
相
殺
の
原
則
的
方
法

は
、
「
加
算
的
過
失
相
殺
」
も
し
く
は
二
体
的
過
失
相
殺
」
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

２
民
集
五
五
巻
二
号
三
一
一
八
頁
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
○
五
九
号
五
九
頁
、
判
例
時
報
一
七
四
七
号
八
七
頁
。

３
民
集
五
七
巻
七
号
八
一
五
頁
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
一
三
一
一
一
号
一
一
八
頁
、
判
例
時
報
一
八
三
四
号
一
一
一
七
頁
。

４
本
稿
は
、
私
が
平
成
一
六
年
五
月
二
二
日
に
日
本
交
通
法
学
会
定
期
総
会
に
お
い
て
行
っ
た
個
別
報
告
を
基
礎
に
し
て
い
る
（
大
幅
に
加
筆
し
、

再
榊
成
し
て
い
る
が
）
。
本
号
は
、
私
が
お
世
話
に
な
っ
た
安
次
富
哲
雄
先
生
の
退
官
記
念
号
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
新
た
な
テ
ー
マ
と
構
想
で

書
き
下
ろ
し
た
論
文
を
寄
稿
し
た
い
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
現
在
の
私
に
は
諸
般
の
事
悩
か
ら
そ
の
時
間
的
余
裕
が
な
く
、

こ
の
よ
う
な
形
と
な
っ
た
こ
と
を
先
生
に
お
詫
び
す
る
次
第
で
あ
る
。

５
こ
の
項
の
記
述
は
、
拙
稿
「
共
同
不
法
行
為
－
最
高
裁
判
決
を
手
掛
か
り
と
し
て
ｌ
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
’
○
八
八
号
四
一
頁
以
下
に
基
づ
く
。

６
こ
の
間
題
の
要
約
と
し
て
、
拙
稿
「
自
賠
法
三
条
と
道
路
管
理
者
責
任
」
新
・
裁
判
実
務
大
系
五
巻
一
一
七
頁
以
下
を
参
照
。

７
も
つ
と
も
、
裁
判
例
で
は
、
連
帯
資
任
を
認
め
る
理
由
付
け
と
し
て
修
辞
的
に
共
同
不
法
行
為
の
成
立
を
述
べ
る
も
の
が
多
い
。
競
合
的
不
法
行

為
に
お
い
て
も
、
第
一
次
的
に
は
全
部
連
帯
責
任
が
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
あ
え
て
共
同
不
法
行
為
と
い
う
ま
で
の
必
要
が
な
い
ケ
ー
ス
も
多

あ
る
。
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８
山
川
一
隅
教
授
は
、
民
法
七
一
九
条
は
被
害
者
保
護
と
い
う
政
策
立
法
的
な
規
定
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
沿
う
よ
う
な
解
釈
を
し
て
い
っ
て
よ
い

の
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
（
山
川
一
陽
・
交
通
法
研
究
二
八
号
一
八
頁
以
下
、
同
「
交
通
事
故
と
医
療
過
誤
の
競
合
」
新
現
代
損
害

賠
償
法
講
座
五
巻
二
五
○
頁
以
下
）
、
全
く
同
感
で
あ
る
。
訴
訟
実
務
の
視
点
か
ら
交
通
事
故
と
医
療
過
誤
の
競
合
に
つ
き
共
同
不
法
行
為
の
成

立
を
肯
定
す
べ
き
こ
と
を
糖
細
に
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
宮
川
博
史
「
医
療
過
誤
と
の
競
合
」
現
代
裁
判
法
大
系
六
巻
一
二
一
頁
以
下
が
あ
る
。

９
平
成
一
三
年
判
決
の
よ
う
な
交
通
事
故
と
医
療
過
誤
と
が
競
合
す
る
事
案
で
は
、
多
く
の
場
合
、
争
い
の
実
態
は
、
被
害
者
に
発
生
し
た
損
害
を

医
師
賠
償
貿
任
保
険
と
自
動
車
保
険
と
で
ど
の
よ
う
に
分
担
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。
平
成
一
五
年
判
決
の
よ

う
な
三
者
以
上
の
当
事
者
が
関
与
す
る
交
通
事
故
で
も
、
争
い
の
実
態
は
各
当
事
者
が
加
入
し
て
い
る
自
動
車
保
険
間
で
の
負
担
配
分
の
問
題
で

、
原
審
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
日
本
交
通
法
学
会
に
お
け
る
私
の
個
別
報
告
が
交
通
法
研
究
三
三
号
に
掲
載
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
何
回
読
み
返
し

て
も
原
審
の
内
容
を
十
分
に
理
解
で
き
な
い
の
は
私
の
能
力
の
せ
い
か
と
危
倶
し
て
い
た
が
、
中
村
調
査
官
も
同
様
の
指
摘
を
さ
れ
て
お
り
（
中

村
也
寸
志
・
最
高
裁
判
例
解
説
・
法
曹
時
報
五
六
巻
一
○
号
二
五
四
九
頁
八
注
２
Ｖ
）
、
安
堵
し
た
次
第
で
あ
る
。

旧
評
釈
・
解
説
（
匿
名
コ
メ
ン
ト
を
除
く
）
と
し
て
、
丸
山
一
朗
・
週
刊
自
動
車
保
険
新
聞
二
○
○
三
年
一
○
月
八
日
、
同
．
損
害
保
険
研
究
六
六

、
原
審
の
評
釈
と
し
て
、
川
嶋
四
郎
・
判
例
評
論
四
八
三
号
四
○
頁
Ⅱ
判
時
一
六
六
七
号
二
○
二
頁
以
下
、
伊
藤
高
義
・
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
・
五
八

評
釈
と
し
て
、
吉
田
邦
彦
・
判
例
評
論
五
一
六
号
一
一
一
頁
以
下
Ⅱ
判
例
時
報
一
七
六
七
号
一
五
八
頁
以
下
、
山
口
成
樹
・
法
学
教
室
二
五
二
号
一

五
二
頁
以
下
、
田
砺
寛
貴
・
法
学
セ
ミ
ナ
ー
五
六
三
号
一
○
五
頁
、
原
田
健
一
・
自
動
車
保
険
研
究
五
号
一
七
五
頁
以
下
、
拙
稿
・
判
例
タ
イ
ム

ズ
一
○
八
八
号
四
一
頁
以
下
な
ど
が
あ
る
が
、
集
大
成
と
し
て
、
三
村
晶
子
調
査
官
の
最
高
裁
判
例
解
説
（
法
曹
時
報
五
五
巻
一
二
号
三
二
○
四

頁
以
下
が
あ
る
。

頁
以
下
）
が
あ
る
。

あ
る
こ
と
が
多
い
。

い
◎
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肥
例
え
ば
、
野
村
好
弘
「
絶
対
的
過
失
相
殺
と
相
対
的
過
失
相
殺
」
交
通
事
故
損
害
賠
償
の
新
潮
流
一
二
四
頁
。

Ⅳ
丸
山
一
朗
・
週
刊
自
動
車
保
険
新
聞
二
○
○
三
年
一
○
月
八
日
二
頁
四
段
目
の
説
明
が
、
こ
の
考
え
方
で
あ
る
。

旧
別
冊
判
例
タ
イ
ム
ズ
｜
号
（
昭
和
五
○
年
）
二
一
頁
以
下
参
照
。

旧
同
一
の
過
失
割
合
を
考
え
る
場
合
、
共
同
不
法
行
為
者
の
過
失
の
重
い
方
を
基
本
に
過
失
割
合
を
定
め
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
見
解
（
東
京
三
弁

護
士
会
交
通
事
故
処
理
委
員
会
編
・
寄
与
度
と
非
典
型
過
失
相
殺
四
二
七
頁
以
下
）
も
、
一
体
的
過
失
相
殺
の
趣
旨
と
思
わ
れ
る
。

、
能
見
善
久
「
共
同
不
法
行
為
責
任
の
基
礎
的
考
察
（
八
．
完
）
法
学
協
会
雑
誌
一
○
二
巻
一
二
号
二
一
一
一
四
頁
以
下
。
さ
ら
に
、
寄
与
度
減
資
を

す
べ
き
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
個
別
的
過
失
相
殺
（
当
該
加
害
者
に
つ
い
て
、
そ
の
者
の
最
終
的
負
担
割
合
に
応
じ
た
額
だ
け
負
わ
せ
る
方
法
）

巻
一
号
二
六
一
一
一
頁
以
下
、
吉
村
良
一
・
法
学
教
室
二
八
二
号
一
一
二
頁
以
下
、
中
村
也
寸
志
（
調
査
官
）
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
’
二
六
二
号
一
四
一
一
一
頁

以
下
、
水
野
謙
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
六
九
号
九
三
頁
以
下
、
青
野
博
之
・
判
例
評
論
五
四
四
号
二
二
頁
Ⅱ
判
例
時
報
一
八
五
二
号
一
八
四
頁
以
下
、

加
藤
了
・
法
律
の
ひ
ろ
ば
二
○
○
四
年
九
月
号
七
○
頁
以
下
、
大
工
強
・
判
例
タ
イ
ム
ズ
二
五
四
号
九
四
頁
以
下
、
前
田
陽
一
・
判
例
セ
レ
ク

ト
二
○
○
三
（
法
学
教
室
二
八
一
一
号
別
冊
付
録
）
二
三
頁
、
國
井
和
郎
・
私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
ニ
九
号
六
六
頁
以
下
、
松
村
弓
彦
・
Ｎ
Ｂ
Ｌ
七

九
一
号
九
五
頁
以
下
、
さ
ら
に
中
村
調
査
官
の
最
高
裁
判
例
解
説
（
法
曹
時
報
五
六
巻
一
○
号
二
五
三
六
頁
以
下
）
が
あ
る
。

川
「
加
算
的
過
失
相
殺
」
「
相
対
的
過
失
相
殺
」
と
い
う
呼
称
は
能
見
喜
久
「
共
同
不
法
行
為
責
任
の
基
礎
的
考
察
（
八
．
完
）
法
学
協
会
雑
蹄
一
○

一
一
巻
一
二
号
二
二
一
四
頁
以
下
が
使
用
し
た
の
が
噴
矢
で
あ
ろ
う
か
。
能
見
教
授
は
、
こ
の
他
に
、
当
該
加
害
者
の
最
終
的
負
担
割
合
に
応
じ
た

額
だ
け
を
負
わ
せ
る
「
個
別
的
過
失
相
殺
」
と
い
う
概
念
を
導
入
し
て
い
る
。

応
二
体
的
過
失
相
殺
」
と
い
う
呼
称
は
私
が
初
め
て
使
用
す
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
分
類
は
実
務
家
の
間
で
は
前
か
ら
あ
る
も
の
で
あ

る
（
馬
場
純
夫
「
三
者
関
与
事
故
の
過
失
割
合
」
赤
い
本
二
○
○
一
年
版
三
一
七
頁
、
高
野
真
人
「
複
数
加
害
車
両
関
与
型
事
故
に
お
け
る
過
失

相
殺
」
交
通
事
故
賠
償
の
新
た
な
動
向
四
六
三
頁
、
富
上
智
子
「
複
数
加
害
者
関
与
事
故
の
損
害
賠
償
に
お
け
る
諸
問
題
」
判
夕
一
一
三
八
号
一

頁
～〆

。
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が
認
め
ら
れ
て
よ
く
、
ま
た
、
加
害
者
の
一
人
と
被
害
者
の
一
人
と
の
間
に
特
別
の
関
係
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
加
害
者
の
過
失
割
合

を
被
害
者
側
の
過
失
と
し
て
加
算
す
る
の
が
適
当
で
あ
る
、
と
主
張
さ
れ
る
。

皿
窪
田
充
見
・
過
失
相
殺
の
法
理
二
三
七
頁
以
下
。
続
け
て
、
試
論
と
し
て
、
連
帯
寅
任
と
い
う
効
果
を
生
ぜ
し
め
る
加
害
者
間
の
関
連
共
同
性
が

認
め
ら
れ
る
よ
う
な
場
合
に
は
加
算
的
過
失
相
殺
を
行
い
、
単
に
不
法
行
為
が
競
合
し
た
に
す
ぎ
な
い
よ
う
な
場
合
に
は
相
対
的
過
失
相
殺
で
処

理
す
れ
ば
よ
い
、
と
主
張
さ
れ
る
。

璽
原
田
健
一
・
自
動
車
保
険
研
究
五
号
一
九
○
頁
。
丸
山
一
朗
・
週
刊
自
動
車
保
険
新
聞
二
○
○
三
年
一
○
月
八
日
二
頁
も
同
旨
。

四
馬
場
純
夫
「
三
者
関
与
事
故
の
過
失
割
合
」
赤
い
本
二
○
○
一
年
版
三
一
八
頁
。

型
従
来
の
裁
判
例
に
つ
い
て
は
、
東
京
三
弁
麺
士
会
交
通
事
故
処
理
委
員
会
編
・
寄
与
度
と
非
典
型
過
失
相
殺
四
三
○
頁
な
い
し
四
五
○
頁
に
詳
し

い
の
で
本
稿
で
は
省
略
す
る
。
同
様
の
認
識
は
、
高
野
・
前
掲
四
五
八
頁
に
示
さ
れ
て
い
る
。

西
誤
解
を
お
そ
れ
ず
い
え
ば
、
法
律
論
は
で
き
る
だ
け
シ
ン
プ
ル
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

配
筆
者
は
平
成
一
三
年
判
決
を
民
法
七
一
九
条
の
解
釈
に
つ
い
て
被
害
者
保
護
の
原
点
に
回
帰
し
た
判
決
と
し
て
高
く
評
価
し
て
い
る
（
拙
稿
「
共

同
不
法
行
為
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
○
八
八
号
四
一
頁
以
下
）
．

刀
一
般
的
に
は
医
療
事
故
と
の
関
係
で
は
被
害
者
に
認
め
ら
れ
る
過
失
と
い
う
の
は
な
い
か
．
も
し
く
は
交
通
事
故
の
場
合
よ
り
も
少
な
い
と
思
わ

れ
る
か
ら
、
過
失
相
殺
の
点
だ
け
を
考
え
れ
ば
、
医
療
機
関
を
被
告
と
す
る
方
が
被
害
者
側
に
は
有
利
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
医
療
過
誤
に
お
け
る

被
害
者
の
過
失
が
、
交
通
事
故
に
よ
る
損
害
を
拡
大
し
た
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
交
通
事
故
の
加
害
者
と
の
関
係
で
圏
酌
で
き
る
か
と
い
う
問

題
は
あ
る
が
、
平
成
一
五
年
判
決
は
そ
れ
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

油
吉
村
良
一
・
法
学
教
室
二
八
二
号
一
一
一
一
一
頁
は
反
対
す
る
。
青
野
博
之
・
判
例
時
報
一
八
五
一
一
号
一
八
六
頁
（
判
例
評
論
五
四
四
号
一
一
四
頁
）
は
、

二
つ
の
事
故
」
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
は
、
共
同
不
法
行
為
か
ど
う
か
の
問
題
と
同
じ
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
、
と
す
る
。
中
村
調

査
官
の
理
解
は
筆
者
と
同
じ
で
あ
る
（
中
村
・
法
曹
時
報
五
六
巻
一
○
号
二
五
四
八
頁
）
。
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訓
育
野
・
前
掲
一
八
五
頁
。
裁
判
例
と
し
て
、
甲
府
地
判
昭
和
五
三
年
一
二
月
一
八
日
判
例
時
報
九
二
七
号
二
一
七
頁
、
東
京
高
判
昭
和
六
二
年
一

月
二
八
日
判
例
タ
イ
ム
ズ
六
五
三
号
一
一
一
○
頁
。

3０ 2９

青
野
・
前
掲
一
八
六
頁
は
、
同
じ
こ
と
を
指
摘
し
な
が
ら
、
被
害
者
の
過
失
は
ど
の
加
害
者
と
の
関
係
に
お
い
て
も
過
失
と
評
価
さ
れ
る
も
の
で

あ
り
、
か
つ
、
そ
の
過
失
が
被
害
者
に
生
じ
た
損
害
の
原
因
と
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
る
。

最
判
平
成
一
一
年
一
月
二
九
日
判
例
時
報
一
六
七
五
号
八
五
頁
・
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
○
○
二
号
一
二
二
頁
の
事
案
は
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
あ

る
Ｃ


